
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 ﾌｧｯｼｮﾝ流通専攻科 

科目名 ファッションプロデュース 

単  位     ２ 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：阿部 泰祐 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

プロデュースに必要な能力として「相手への伝え方、表現」「情報の捉え方、表現」「思考の整理、視点」を学びます。 

業界の最前線から実例を（今のトレンドを踏まえつつ）講義し、社会に出た後に自己実現出来る人材の育成を目指します。 

 
  

【授業計画】 

 

本講義「ファッションプロデュース」は 3つの授業構成で実施致します。 

 

１： 

3つの大きな能力（「相手への伝え方」「情報の捉え方」「思考の整理」）を養う為に、毎回の授業の中で、 

その日の「お題」を出します。 

それに対して学生一人一人が発言（発表）をするスタイルを基本とします。 

この「お題」は事前に伝えず当日発表とし、学生はそれに即興で答えを導く必要があります。 

一方通行の講義ではなく、双方のコミュニケーションによる「聴く講義」から「参加する講義」とし、当事者意識を持って 

授業を受けて頂きます。 

 

２： 

今現在のファッションプロデュース業界の最前線を知ってもらう為、ファッションショー・インスタレーション・ 

イベントなどの動画やニュースを紹介します。 

これらは日本のみならず世界を含む内容とし、グローバルな意識を育んで頂きます。 

必要に応じて過去の動画等を紹介する事で、今との比較を通じて見識を深めます。 

 

３： 

色々な物事の考え方、見方、捉え方を知る為に、担当講師の繋がりで「デザイナー」「スタイリスト」「プランナー」 

「音楽プロデューサー」「メディア編集長」「アーティスト」などをお招きし、他業界や他業種からファッションプロデュースと

は何かを模索します。 

より多くのプロフェッショナルに触れることによって、感性の幅を広げて頂ければと思います。 

 

 
【評価方法】  

S〜C・F評価（学業評価70% 学業姿勢30%） 

 
【主要教材図書】                 
特に無し  

【参考図書】  
特に無し 

【その他資料】  
繊研新聞、WWD 等 
 

 

記載者氏名  

 

【担当教員紹介】   
 
2002.3 文化服装学院ﾌｧｯｼｮﾝ流通専攻科ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｨﾚｸﾀｰ専攻を卒業。 
2002.4 SUN デザイン研究所に入社。 

同社 大出一博 代表に師事し、代表補佐・プロデューサーとして従事。 
在職中に繊研新聞社「日本のファッションを面白くしてくれる次世代 100 人」（2010.1）に選出された。  

2010.5 独立、ファイブメディット株式会社を設立、代表取締役 兼 プロデューサーとして現在に至る。 
2021.3 最近の代表的なプロデュース事例は、渋谷スクランブル交差点での世界初となるファッションショーとして広く 

報道された「KANSAI YAMAMOTO」がある。（SHIBUYA FASHION WEEK のメインコンテンツ） 
 

２０２３年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  

科目ｺｰﾄ RN31618400  

科  名 ファッション流通専攻 

科目名 デジタルイノベーション 

単  位     単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：仲田 朝彦 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

最先端デジタルを中心とした世の中の動向を知る力と考える力を育成しながら、 

新しいファッションビジネスを企画立案とビジネスシーンを想定したプレゼンテーションスキルを学習する。 

その為に最低限必要な 

【知識習得：企画の作成の仕方】 

【技術習得：伝わる資料の作成力】 

【経験習得：実際のプレゼン機会】の３つを実施する。 

また各プレゼン実習に対してフィードバックを取り入れさらなる知識・技術向上に役立てる。 

通年授業の終了時に自身で世の中の外部環境を交えながら企画を立案・提言できるレベルの到達を目的とする。 
  

【授業計画】 

 

■プレゼンの基礎知識：企画を事業へするために必要なプレゼン要素の額数 

・ページネーション 

・自己紹介 

・外部要因と内部要因 

・市場の成長性と蓋然性 

・商品サンプルと事業詳細 

・対象顧客 

・優位性と独自性 

・WHY YOU 

・リーンキャンバス 

・マネタイズ・ピクト図解 

・ゴールビジョン 

・失敗談から学ぶミスしやすい要素 

 

■技術習得：人に事業内容を伝える力の育成 

・商品サンプルの制作方法 

・黄金比を活用したプレゼンのトンマナ 

・カラーレギュレーション 

・文字のコントロール 

・画像挿入のレイアウト 

 

■実践：実体験による経験値獲得 

・グループワークによるプレゼン資料制作 

・グループ発表 

・フィードバック 

 
【評価方法】  

課題・発表実技・出席率による判定 

 
主要教材図書              

参考図書     

その他資料    
 
授業の特徴と担当教員紹介  
 社内起業制度を活用して事業立ち上げをした経験からプレゼンテーションの重要性を実体験に基づき授業を行います 

 
記載者氏名  仲田 朝彦 

 

２０２３年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
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